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				このページは校正済みです
可ならん。

ソー　此事に關して吾等與に思考する所あらざる可からず。而して若し君にして余を論伏することを得ば、余は君に從ふべしと雖、若それ然らざるに於ては、友よ、願くば、アテーナイ人の希望に反して、余をして脫獄せしめんと說くことを止めよ。余は素より君の論伏する所となるは非常に願ふ所なりと雖、余の一層勝れる所の判斷に反對することは能はざるなり。故に余の最初に論じたる所を熟考し、而して君の能ふ限りの善良なる答へを爲せ。

クリ　余は答へん。

ソー　吾等は決して故意に惡を爲すべきものに非ずと云ふべきか、或は一方には惡を爲すべきものなりと雖、又た一方には惡を爲すべからずと云ふべきか、或は吾等の今ま語りし如く、又た吾等の已に承認したる如く、惡を爲すは必ず如何なる時も惡にして耻づべきなりと云ふべきか、吾等が僅々數日前に許容承認したる所のことは、今や全く之れを放棄すべきか。吾等終生、熱心に互に相論辯討究したる所のことは、一朝に
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「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Platon_zenshu_01.pdf/870&oldid=165437」から取得
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	        このページに他の言語版はありません。
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